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ひいおばあちゃんのお米　
中央市立田富北小学校五年　
　小林　泰理　
ぼくには、九十三才のひいおばあちゃんがいます。ひいおじいちゃんとひいおばあちゃんは、家族のためにお米を作ってくれていましたが、ひいおじいちゃんがなくなってしまいました。ぼくはお米をもう作れないと思いました。ですが、ひいおばあちゃんは、家族のために今もお米を作ってくれています。なので、ぼくの家族はお店でお米をかったことがほとんどありません。外出している時に、コンビニエンスストアでおにぎりを買うくらいです。お母さんの話では、お母さんは三十八才だけど今までにないそうです。近年ではパンやシリアルを食べる人が多いと聞きますが、ぼくの家では、ほとんど毎日お米を食べます。ぼくは、朝ごはんにしらすや魚、つくだに、なっ豆、たまご、のり、めかぶ、ひじき、ふりかけなどその日の気分で色んな組み合わを楽しんでいます。さらに、でんぶやきん糸たまごをのせて朝からちらしずし風にすることもあります。このような朝ごはんを食べると一日中力が出ます。
また、ぼくの学校では、一学期にお米についての学習をしました。そこで、米づくりの方法やれきし、食べ方などを学びました。水田の水管理やいねかりなど、お米作りがとても大変な作業だと知りました。ひいおばあちゃんは、九十三才で高れいなのに、ぼくたち家族のことを思ってがんばってくれていることを知りました。ひいおばあちゃんのおかげでぼくたち家族毎日おいしいお米をしあわせだと感じました。
さらに、お米づくりの学習の一つで、お赤飯についても調べました。ひいおばあちゃんは、ぼくたちが遊びに行くたびにお赤飯を作ってくれるので、ぼくはお赤飯が大好きです。だから、お赤飯について色いろ調べました。お赤飯は、色んな地いきで作られていて地いきごとに使っている豆や味がちがうことや、お祝いごとの日にお赤飯を食べる風習があることを知りました。ぼくの家では、ひいおばあちゃんがよく作ってくれるので、お祝いごとに関係なく食べます。ぼくの住んでいる山梨県では、あまなっ豆を使って作ります。ぼくもひいおばちゃんに聞いたり、調べたりして、ひいおばあちゃんが作ったお米や、もち米を使って、近くに住むおばあちゃんと作ってみました。自分で作ったお赤飯は、ひいおばあちゃんの味とちがいましたが、とてもおいしかったです。お母さんはひいおばあちゃんがお赤飯を作ってくれるので作ったことがないそうです。ぼくがお母さんにお赤飯の作り方を教えてあげようと思いました。
ぼくは、日常的にお米を食べていて、その生活がふつうだと思っていました。ですが、お米についての学習をしたことで、ひいおばあちゃんが作っていることがあたり前ではないと気づきました。これからは毎日かんしゃしながら食べたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

